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第１章 計画策定にあたって 
 

 

本章では、都市計画マスタープランの策定にあたり、計

画の位置づけや計画の対象範囲、見直しの背景や構成など

について整理します。 

 

 

 

１．計画の位置づけ 

２．計画の対象と構成 
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即する  

整 

合  

上位計画 
倉吉市が定めるもの          鳥取県が定めるもの  

 

即する  即する  

１．計画の位置づけ 

計画の目的 

都市計画の基本的な方針を定めるもの 
倉吉都市計画マスタープラン（以下、「本計画」という）は、都市計画法第 18 条の

2 に基づく都市計画に関する基本的な方針を定めるもので、土地利用や都市施設（道

路、公園、下水道等）、都市景観等について、上位計画の「第 11 次倉吉市総合計画【後

期基本計画】」や県が定める「倉吉都市計画区域マスタープラン」に即し、関連計画の

「倉吉市版 まち・ひと・しごと創生総合戦略」や「倉吉市中心市街地活性化基本計

画」等と整合を図りながら、概ね 20 年後の都市の将来像を示す計画となります。  

都市計画法に基づく都市計画マスタープランには次の 2 つがあり、本計画は「市町

村の都市計画に関する基本的な方針」を指します。  

作成機関 マスタープランの種類 根拠法 概要 

都道府県 都市計画区域の整備・開発 

及び保全の方針 

(都市計画区域マスタープラン) 

※通称：県マス、区域マス 

都市計画法 

第 6 条の 2 

都市計画区域を対象とし、都市

計画の目標、区域区分の有無、

主要な都市計画の決定方針等を

定めるもの。 

市町村 市町村の都市計画に関する 

基本的な方針 

(市町村マスタープラン) 

※通称：市マス 

都市計画法 

第 18 条の 2 

市町村の区域を対象とし、より

地域に密着した見地から、その

創意工夫の下に、市町村の定め

る都市計画の方針を定めるも

の。 
 

計画の位置づけ 

上位計画に即して策定する個別の都市計画の指針 
計画の位置づけは以下のとおりとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

策定に係る意見等 関連計画 

○倉吉市版 まち・ひと・

しごと創生総合戦略 

○倉吉市中心市街地活性化

基本計画 

○倉吉市景観計画 等 

  

 
（市町村の都市計画に関する 

基本的な方針） 

個別の都市計画 
・地域地区  ・市街地開発事業 

・都市施設  ・地区計画 など 

第 11 次倉吉市総合計画 

【後期基本計画】  

倉吉都市計画区域マスタープラン（鳥取県） 

（都市計画区域の整備・開発及び保全の方針） 

） 

住民意向把握 

○アンケート調査 

○パブリック・コメントなど 

関係機関との調整 

○鳥取県 

○庁内関係各課 など 

○都市計画審議会 諮問・答申 

○議会への報告 
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２．計画の対象と構成 

対象範囲 

対象範囲は倉吉市全域 
「都市計画マスタープラン」は、都市計画の指針であることから、都市計画区域を

基本とするものですが、倉吉市総合計画では「自然・住居・産業がバランスよく調和

した土地利用を進める」ことを施策に定めていること、また、市域の一体的かつ総合

的なまちづくりを推進するため、都市計画区域外を含む市域全域を計画対象とします。 

なお、市民生活の拠点となる地区公民館は市内 13 箇所に配置されており、各地区

と都市計画の関係は以下に示すとおりです。 

 

■対象範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標年次 

目標年次は平成 47（2035）年度 
「都市計画マスタープラン」は概ね 20 年後の都市の姿を展望したうえで、その基

本方針を示すものです。 

このため、国勢調査年度である平成 27（2015）年度を基準とし、目標年次を 20 年

後の平成 47（2035）年度とします。また、必要に応じて見直します。 

 

 

 

 

 

  

中間年 
平成 37 年度
（2025 年度） 

基準年 
平成 27 年度 
（2015 年度） 

 

目標年 
平成 47 年度 
（2035 年度） 

中期的な  

まちづくり  

長期的な  

まちづくり  
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見直しの背景  

社会経済情勢の変化への対応 
現在の倉吉都市計画マスタープラン（平成 20 年 7 月）が策定されてから、概ね 10

年が経過しています。その間に、少子高齢化と人口減少が進行する一方、地域を活性

化する道路整備や企業誘致などの取り組みが進展してきています。これらをはじめと

する倉吉市を取り巻く社会経済情勢の変化や上位・関連計画の内容を踏まえながら、

都市計画マスタープランの見直しを行うものです。 
 

時期 倉吉市の都市計画に関する主な内容 倉吉市の主な出来事 

平成
16 

■用途地域変更（倉吉駅北側の一部を第1種住居地域
から近隣商業地域へ） 

■都市計画区域マスタープラン策定（鳥取県） 
■景観法が制定 ■倉吉・関金合併協議会設置 

17 
 ■国勢調査人口52,592人（前回比▲1,435人） 

■倉吉市・関金町合併 ■景観行政団体へ移行 

18  ■街なみ環境整備事業修景補助開始 

19 
■北条倉吉道路（L=6.1ｋｍ）供用開始 
■倉吉市旭東町土地区画整理事業完了（組合施行） 

■倉吉市景観計画及び倉吉市景観条例を施行 
■本町通りアーケード撤去 

20 
 ■倉吉都市計画マスタープラン策定（倉吉市） 

■倉吉淀屋保存修理事業完成 

21 

■都市計画道路鴨川秋喜線の廃止 
（西倉吉工業団地の再整備） 
■国道179号ＪＲ跨線橋拡幅、小田橋西詰のＪＲと県

道の立体交差化完了 

 

22 

■打吹玉川伝統的建造物群保存地区指定拡大 ■定住自立圏形成協定締結(1市4町) 
■国勢調査人口50,720人(前回比▲1,872人) 
■景観形成重点区域を指定 
■小川氏庭園 国登録記念物登録 

23 

■用途地域変更（倉吉駅周辺の一部を第1種住居地域
から商業地域へ） 

■倉吉駅橋上化（自由通路、北口広場）完了 
■市道八屋福庭線事業着手 

■第11次倉吉市総合計画（前期基本計画）策定 
■東日本大震災（平成23年3月11日） 

24 

■用途地域変更（西倉吉町の一部を準工業地域から
第1種住居地域へ） 

■倉吉駅周辺整備（JR倉吉駅竣工、駅北区画整理）
完了 

■県外企業の誘致が進む（ｳｯﾄﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾃｸﾉﾛｼﾞｰ、
廣川ﾏﾃﾘｱﾙ㈱等） 

 

25 
■倉吉斎場竣工（円谷町） 
■倉吉道路（倉吉IC～倉吉西IC）L=3.3ｋｍ供用開始 

 

26 
 ■市防災センター稼働開始 

■県外企業誘致続く（㈱ﾓﾘﾀ､ｸﾞｯﾄﾞｽﾏｲﾙｶﾝﾊﾟﾆｰ等） 

27 

■特別用途地区 
（準工業地域に大規模集客施設制限地区）を設定 
■駅周辺都市計画道路の変更・廃止（【都】八屋福

庭線ＪＲ高架部廃止､【都】上井羽合線延伸ほか） 

■国勢調査人口48,534人(前回比▲2,186人) 
■鳥取看護大学開設 
■中心市街地活性化基本計画策定・総理大臣認定 
■倉吉市大正町火災（平成27年3月11日) 

28 

 ■想定最大規模の降雨による洪水浸水想定区域の
指定(6月) 

■第11次倉吉市総合計画【後期基本計画】策定 
■鳥取県中部地震発生（平成28年10月21日） 
■県立美術館建設場所を倉吉市営ラグビー場とす

る基本構想決定 
29  ■豪雪災害(平成29年1月､2月) 

※表中の IC とはインターチェンジの略  

【今後の都市構造の変革要因】 
 
 
 
 
 

【見直しの視点】  

 

  

・地域高規格道路｢北条湯原道路｣や県道上井北条線(旧市道駅北通り線)などの幹線道路整備 
・西倉吉工業団地などへの企業誘致・拡大の進行 
・駅周辺の基盤整備の進展による周辺地域の活性化 
・歴史的な街なみの残る打吹地区などの観光機能の充実や県立美術館の新規整備など  

・上位・関連計画との整合 
・人口、産業、土地利用の動向や、幹線道路の供用開始等将来見通しを踏まえた検討 
・無秩序な市街地の外延化の防止や市街地のストックを活かした都市づくりへの対応 
・中山間地の拠点となる地域づくりと中心市街地とのネットワーク形成への対応 
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マスタープランの構成 

全体構想と地域別構想 
都市計画マスタープランは、倉吉市全体の土地利用や都市施設、都市景観などの整

備にかかる基本的な方針を示す「全体構想」と、地域別のまちづくりの基本的方針を

示す「地域別構想」を主な内容として構成しています。 

 

 

 

 

 

■構成 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■都市づくりの目標 

■人口フレームの設定 

■将来都市構造 

倉吉市の現状と課題

地域別構想  

■上位・関連計画の整理 

■倉吉市の特性と問題点 

■市民の意向 

■都市整備上の課題の整理 

 

全体構想  

将来目標の設定  

まちづくりの 
実現に向けて  

■計画の位置づけ 

■計画の対象と構成 

地域別のまちづくりの基本的方針を示

します。 

計画策定にあたって 

都市計画 
マスタープラン 

■地域区分と地域別構想の構成 

■地域づくりの整備方針 

都市全体の土地利用や都市施設、都市景
観などの整備にかかる基本的な方針を
示します。 

■協働のまちづくりの推進 

■都市計画制度等の活用 

■計画の見直しと進捗管理 

 

■土地利用方針 

■都市施設の整備方針 

■市街地整備方針 

■都市景観・都市環境の整備方針 

■都市防災の整備方針 

地域別構想 

全体構想  
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全体構想（都市整備方針） 

取組方策 

 
 

 
    分野共通の課題     

広域性 

○中部圏の中心的役割を果たす 

都市の形成 

人口 

○安全・安心で快適なまちづくり

の推進  

○移住定住対策・雇用創出の推進 

○中心市街地活性化の推進 

産業 

○第 1・第 2 次産業の振興 

○中心市街地活性化の推進 

○観光資源の活用 

     分野別の課題      

土地利用 

○計画的な土地利用の推進 

○計画的な市街地形成の誘導 

都市施設 

○交通基盤の整備 

○長期未着手の都市計画道路の 

見直し 

○公共交通ネットワークの維持 

○公園・緑地の適切な管理・保全 

○史跡を活用した環境整備 

○下水道等の整備促進 

○雨水対策や河川整備による 

治水対策の推進 

○天神川流域の水質の保全 

○公共施設等総合管理計画に 

基づく計画的な施設管理 

市街地整備 

○中心市街地の活性化 

○歴史文化と調和した市街地形成 

○温泉等を活用した観光振興 

○県立美術館の整備に伴う 

環境整備 

○空き家対策等の推進 

○移住・定住対策の推進 

都市景観・都市環境 

○良好な都市景観の保全と活用 

○歴史的景観や自然景観の保全 

○人にやさしいまちづくり 

都市防災 

○災害に強い都市基盤の整備 

○耐震化の促進  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

基本目標（総合計画） 

 

 
１)いきいきと働くことができるまち 【産業】  

２)いつまでも健やかに過ごせるまち 【福祉・健康・人権】  

３)活力に満ち、豊かな心と文化が息づくまち【教育・文化・コミュニティ】  

４)安全・安心で快適に暮らせるまち 【生活基盤施設・環境・防災】  

 

１)にぎやかな中心市街地づくり  

２)広域的視点での都市機能の強化  

３)地域コミュニティの活性化・持続可能な都市づくり  

４)地域資源を活かした魅力づくり  

５)環境に配慮した都市づくり  

６)防災減災・防犯都市づくり  

７)住民を主役とした透明性のある都市づくり 

地域別構想 

 

１)農林漁業との健全な調和 

２)健康で文化的な都市生活及

び機能的な都市活動の確保 

３)適正な制限のもとでの土地

の合理的な利用 

 
 

 

地域の『魅力』を伝え、『活気』ある都市を目指し、都市と田
園が『調和』した『安全』で『快適』な『協働』のまちづくり  

都市整備上の課題 

第 11 次倉吉市総合計画 将来都市像 『愛着と誇り 未来いきいき みんなでつくる倉吉』、倉吉都市計画区域マスタープラン＋関連計画 

 

将来都市構造 
 

⑥協働のまちづくり方針 

○市民主体による取り組み 
○市の取り組み 

 

 

 

都市の健全な発展と秩序 

ある整備を図るための 

１)土地利用 

２)都市施設の整備 

３)市街地開発事業に関する

計画 

 

都市づくりの目標（倉吉都市計画区域ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ） 

都市づくりの６つの目標 南部地域 
（小鴨、上小鴨、関金地区） 

 
地域づくりのテーマ 

『温泉と名水のある豊かな環境を 
活かしたまちづくり』 

理念（第 2 条） 

 

 

自然・歴史・

文化との調和 

都市と自然・

歴史・文化が

調和する住み

よい地域の形

成 

都市計画とは（都市計画法） 

目標５安全 誰もが安心して安全に生活できるまちづくり 

目標６協働 市民・企業等による参加のまちづくり 

目標１調和 計画的な土地利用による調和の取れたまちづくり 

目標２快適 交流と連携による利便性・機能性の高いまちづくり 

目標３活気 良好な居住環境を保ち、活気あふれるまちづくり 

定義（第 4 条） 

⑤都市防災の整備方針 

○災害に強い都市基盤の整備 

④都市景観・都市環境の整備方針 

○良好な都市景観の保全と活用 
○人にやさしいまちづくり 

目標４魅力 自然・歴史・文化の魅力を活かしたまちづくり 

①土地利用方針 

○計画的な土地利用による秩序あ
るまちづくり 

○良好な生活環境の形成 
○自然や田園の保全 

 

 

③市街地整備方針 

○県中部の中心都市にふさわしい
拠点の形成 

○歴史・文化と調和した市街地の
形成 

○移住・定住の推進 

 

 

都市機能 

の連携 

都市機能を効

率的に連携す

る都市軸の形

成 

西部地域 
（灘手、社、北谷、高城地区） 

 
地域づくりのテーマ 

『歴史と田園環境を活かした 
まちづくり』 

②都市施設の整備方針 

○中部圏域の中心都市としての交
通基盤の整備 

○拠点連携のまちづくりを支える
道路ネットワークの整備 

○長期未着手都市計画道路の早期
見直し 

○公共交通の持続可能なネットワ
ークの構築 

○公園・緑地の整備と適切な管理
・保全 

○快適な生活環境のための下水道
等の整備と適切な維持管理 

○総合的な河川整備と潤いのある
水辺環境の創出 

中央地域 
（上灘、成徳、明倫地区） 

 
地域づくりのテーマ 

『懐かしさと季節を感じる 
まちづくり』 

河北地域 
（上北条、上井、西郷地区） 
 
地域づくりのテーマ 

『人が行き交うまちづくり』 

 

 

 

都市機能 

の核 

都市の魅力と

利便性を高め

る拠点の充実 

拠点 

（点）  都
市
と
自
然
・
歴
史
・
文
化
が
調
和
し
た
拠
点
連
携
型
の
ま
ち
づ
く
り 

都市計画マスタープランの都市づくりの理念  

ｿﾞｰﾆﾝｸﾞ

（面）  

都市軸 

(線) 

■都市計画マスタープランの体系図■  


